
白閉症状を示した障害児の学校適応

　　　に関する追跡研究　1　（3）

一自閉症状の消失した障害児について一

竹花正剛・近藤明子・井口裕子・長　藤利・古賀靖之

柴勝代・高杉紀久子・・池弘子・小林重雄
　　　　　　　　　　　注1）

1　目　　　的

　本研究はインテーク時に自閉症状が問題となったが，

その後の指導経過の中で自閉症以外の児童であることが

明らかになった症例についての追跡研究である。

　自閉症児の治療教育の目標を小林（1977）は，同一年

齢，同十学年の一般の集団に適合し，その集団の中で適

切な役割を得て，行動できるようになるために，援助す

ることであるとしている。Eisenberg＆KameK1956），

Brown（1963），C　reak（1961），Rutterら

（1965．1967）は，学校教育が自閉症児の発達に及ぼ

す影響及び効果について記述した。我が国においても，

教育現場からの実践研究（内堀，1968；横沢，1968），

自閉症児の学校教育における教育の可能性，教育条件，

教育方法，予後等の諸問題の検討（若林・石井，1969．

1970；若林・水野，1975）及び実態調査（堀ら，1971；

玉井ら，1974）に関して検討が加えられた。　さらに，

行動変容手続きによる集団化における強化スケジュール

の適用，教師対生徒の比率、集団規模の漸次的，段階的

拡大等の教室場面における自閉症児の教授に効果的な諸

種の手つづきについてのr連の研究が報告された（K0－

ege1＆Rincover，　1974：RincOver＆Koege1．

1976；Koege1　et　a1，197の。

　筑波大学知能障害研究室において，自閉症状を示す障

害児に対して，行動療法的観点に立ち，ノ」・林’門脇

（1973）の5段階5領域の治療教育システムの適用が

進められてきた。そして，幼児期自閉症に関する一連の

治療教育のプログラム及び指導過程の成果の報告がなさ

れた（小林，1977；池ら，1978；近藤ら，1978）σ

又，門脇・黒木ら（1978）は，学校教育との関連を重

視した6領域の学習を提案した。

　本学研究室では，学齢期に達した自閉症状を示した児

童の就学上の問題に焦点をあわせると同時に，就学前の

本学研究室での治療教育の有効性についての検討の一助

とする目的で追跡研究が行なわれた（板垣ら，1979；

杉山ら，1979；近藤ら，1979）。

　先の研究（近藤ら，1979）において、初診時には対

人関係障害を中心とする自閉症状カ認められたが，訓練

経過とともに，自閉症ではなく知的発達の遅れ等の問題

を持っていることが明らかとなった児童（小学1年生）

を対象に追跡研究がなされた。その中で，特に学習面と

集団適応の問題に関して考察された。そこで，本研究で

は，先の研究で示唆された問題点及び新たに現出された

問題点に関して，1年後の追跡研究として検討を加える

ものである。

I　方　　　法

　1）　対象児（昭和54年9月現在）

＜症例1＞　T．M．児，男児，昭和46年12月生。

　　　　　　7歳9ヵ月。

　インテーク；昭和51年9月。

学級の種類：普通学級（昭和53年4月入学）。

＜症例2＞K．Y．児，男児，昭和46年9月生。8歳

　　　　　○カ月。

　インテーク：昭和51年6月。

学級の種類：普通学級（昭和53年4月入学）。

く症例3＞　M．S．児．，男児，昭和47年3月生。7歳

　　　　　6ヵ月。

　インテーク：昭和52年5月。

　学級の種類：普通学級，週2時間，情緒障害学級

　　　　　（昭和53年4月入学）。

く症例4＞M1．N．児，女児，昭和46年8月生。8歳

　　　　　1ヵ月。

　インテーク：昭和50年6月。

　学級の種類：特殊学級（昭和53年4月入学）。

＜症例5＞H．T．児，男児，昭和46年8月生。8歳

　　　　　1ヵ月。

　インテーク：昭和52年4月。
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　学級の種類：特殊学級（昭和53年4月入学）。

　2）　調査方法

　チェック・リストによる追跡調査（T－CLAC，言

語発達，行動変容，適応行動尺度（注2）は母親学校

適応，学習適応は担任が記入）及び学校訪問による担任

との面談，授業参観から得られた資料をもとに検討して

いく（注3）。

皿　症　　　例

く症例1＞　T．M．児，男児，昭和46年12月生。　7

　　　　　歳9ヵ月（昭和54年9月現在）。普通学級

　　　　　在籍（2年生）。

　1．主訴　：ことぱの発達の遅れ。落ちつきがない。

　2．訓練経過

　i）’昭和51年9月～昭和52年4月，個人セッショ

ン，母子分離，学習態度の確立をめざす訓練を行なった。一

　ii）昭和52年4月一昭和53年2月，個人セッショ

ンと集団セッション，言語訓練を就学準備のための訓練

として集中的に行った。

　3．訓練終了時（昭和53年2月）の状態

　訓練セッション中，本児は着席し課題にとり組むこと

ができるが，飽いたり要求が通らないとひとり言が多く

なり，時々，泣き出すことがある。課題面では，ひらが

な・数字を読むことができ，概念的課題を果たすことが

できる。

　4．入級理由

　親の希望および地区の小学校に特殊学級がなかったた

め，普通学級へ入級した。

　5．就学後の状態

　就学後，1年生時（昭和53年7月）と2年生時（昭

和54年9月）の本児の状態を次の項目についてまとめ

る。

　i）言語発達

　言語領域全般にわたる発達が認められる。特に，漢字

に強い興味を示した。2年生時に発達が顕著である（表

1－a）。

　ii）行動変容

　社会的対人関係および他者との遊びの項目で発達が認

められる（図1－a）。

　iii）学校適応

　学棟適応に変化が認められる（図1－b二）ら

　iV）学習適応

　学習適応に変化が認められる（表1－b）。

　〉）T－C　LAC　　（図1－c）。

　Vi）適応行動尺度（図1－d）

　6．現在の問題点および考察

　現在でも，物事一個執する傾向が強い。いつも本児の

頭の中は，I一漢字“のことでいっばいで，他のことへは

あまり関心を示さプ1い。発達の仕方にアンバランスがあ

り，学習面では全般的に遅れが目立つ。また他者へ自

分の意志を十分に伝えることができないため、ひとり言

が多く，時々，状況に合わない行動が出現するなどの問

題が残っている。

　しかしながら，本児の学校生活への適応は確実に良く

なってきている。今では，かなり自分だけで身辺処理が

できるようになり，集団の中でも，列を乱したり勝手な

行動をとることはない。他児の行動をよく見ていて真似

たり，時々は自分から物事へ挑戦しはじめてきている。

また，本児の漢字に関する年齢水準以上の能力は，大い

に，他児の賞讃を得る所となっている。このように本児

の学校生活への適応性を高めた要因としては，われわれ

は，まず，本児自身による発達の促進を推察できるが，

それにも増して，本児を受けいれていった担任教師の理

解ある指導と良好な友達集団の存在を忘れてはならない

と思われる。

　　　　　昭和53年3月一■■一‘
評定日

　　　　　昭和53年7月一・一
　　　　　昭和54年9月
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替
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表1－a 冒　語　発　達
昭和53年3月　Z囮
昭和53年7月　区理］一
昭和54年9月　一■■

段階

話　す

聞　く

書　く

続　む

該　当　項 目　（S．54．9現在）

身近かな出来ごとについて場面に応じ

た話ができる

言葉の指示によって，習慣的なことば

かりでなく1ある程度柔軟に応じられ■

る。

難しい漢字をよく知っていて，それを

続むことができる。

学年以上の漢字を続むことができ．文

章の内容もある程度理解できる。

5．授　業

6．休み時間

4着　席

3．衣服着脱

2．排泄

7．授業の流れ

昭和53年7月一一一
昭和54年9月一

8．友人関係

9．指　示

10．登下校

1．給　食

（S53．7）a．b．c．

d．e．f．g．h．

（S549）学校では
ほとんど給食を食べない

出足や運動会は。みんな
後にっいて行動を伴に
する。

時々　自分からすすんで
参加しようとする行動が
みられる。

11．学校行事

トCLAC
　CASE　1

PSYCHOGRA醐
　　　インテークー一…一一一一一一・一・一

　　　I昭和53年7月一＿＿＿＿

　　　昭和54年g月

　　　　　　　　　＾DA　PT＾Tl　ON
　　　　　　　　　TOGR
　　　　〃・口

　　　　9・て亨．一

ギ、〃一．　㌘

　　　　　　　　　FOLLOWlNG　　　　　　　　　lNSTRuCTlONS

図1－b 図1－6
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表1－b

数 S．53．
2位数の数がわかり，7

．
5までの加減ができる。色・形（3原色，○△□）

．．．航呈■岬烹恥．柵．．磐．巳柳搬二．、．

量 S．541
9
．

自 S．53．
7
．

■　一　　．　■　　・

然 S．54．
9
．

社 S．53．
7
．

自分の名前が言える；

A広　． S．54．
9
．
担任や友達の名前が言える。

’国
S．53．

7
．
要求や場面にもとづくことばはわかる。一語文が言える程度，ひらがな文

．．｛の冬芋が聾愉．．青く．三圭ができξ三．　拭帖しく幾蝉語が言え適拐壮あピ讐つぷそま岩；…
㌔

語 S．54．
9
．

かな文字が読め．文字を見て書くことができる。興味ある漢字が読め，書くことが
できる。

なぐりがきができる。紙や粘土をちぎったり，まとめたり，押したりす

表 S．53．
7
． る。

．堅．烈瀞㌃幣卯．讐柵き三．二．．．

’現
S．54．

9
． なぐりがきができる。

体
自分勝手に走る。胸位の深さのプールを歩きまわる。マットに横になる。

S．53．
7
．

．．榊印鷲榊仔砕．締色岳三誓ξ柵鷲缶．．．、

育 ’§．54． 9
．
セパレートコースで50榊を走れる。胸位の深さのプールを歩きまわる。
低いとび箱を歩いてこえ孔鉄棒をにぎることができる。

第1部 領域標準点プロフィール T，M．児（MIL皿）

1．、自

皿．身

皿．経

1V．・言

V．数
V1．家

．V皿．仕

V皿．自

㎜．青

X．社

立
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済

と

的

的
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　　　会

時

機

活
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能

動
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問
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事

性

感

性

il I

．

1

図1－d
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図1－d

＜症例2＞　K．Y．児，男児，昭和46年9月皿生。8歳

○カ月（昭和54年9月現在）。普通学級在籍。

　1．主訴：幼稚園で他児の仲間に入れない。落ちつ

きがない。言葉が少ない。

　2．訓練経過：昭和5ユ年6月一昭和53年3月。

学習態度の確立から訓練をはじめ，①書く能力，②絵画

能カ，③話す能力，④数概念，⑤読む能力などの学習，

そして⑥普通学級就学を目標として小集団グループによ

る適応訓練などを経験した。

　3．訓練終了時（昭和53年3月）の状態：行動面，

言語面などがかなり改善され，課題学習中は席に座って

作業ができるようになり他の人とかなりスムーズに会話

ができるようになった。

　4．入級理由　：本研究室へ通うようになるまでは，

言語面の不適切さ，．行動面の落ち着きのなさが幼稚園で

目立っていたため，特殊学級入級も考えていたようであ

る。しかし，訓練に伴い改善されてきたため，普通学級

入学へ踏み切った。入学に際しては特に問題はなかった。

　5．就学後（昭和54年9月）の状態

　i）言語

　言語発達については，言語発達チェッ・リストは上限

に達したので，I　T　P　Aを使用した。I　T　P　Aによる言

語発達年師は5歳8ヵ月。IQ値に比して低い発達年齢

を示している（図2－a）。

　ii）行動変容

　兄が自閉症児であり，本児をたたいたりつねったりし

ていじめることが多く，適切な兄弟の交流がとれない。

そのため，1－2，2－2のような兄弟関係にだけ落ち

込みが見られる（図2－b）。

　iii）学校適応，　iV）学習適応に関しては。母親が本

児の幼兄期の発達の遅れ、本研究室での訓練について担

任に伝えていないとのことなので．今回は調査を差し控

えた。

　iV）T－C　L　A　C　　（図2－c）。

　6．問題および考察

　現在も集団の中で多少落ち着きに欠け，注意を要する

学習面や国語面などで苦手な分野もあるが，ほぽ能力面，

行動宙とも問題はないと思われる。勉強への自覚もみえ

はじめ，宿題が出ると自発的に「今日，宿題が出たから

遊ぷ前にや？ちゃうよ。」といった意欲的な態度が出て

きている。ただし，2年生になり担任が代わり，新しい

指導方針に対して本児がとまどっている面がみられてい

るようである。

　兄弟関係については，先の研究時点と同様，身体の大

きい兄（自閉症児，中学2年）にいじめられることが多

く，兄弟関係の改善はみられていない。　　、1

　なお今回は，母の希望もあり学校訪問及び担任との話

し合いは控え大が，できるなら今後，担任と話し合う機

会を持ち学校での学習面と集団適応面について具体的に

把握したいと考えている。
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行動変容
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く症例3＞M．S．児，男児，昭和47年3月生。7歳

6ヵ月（昭和54年9月現在）。　普通学絞在籍（週2時

問，情緒障害学級通級）。

　1．主訴　：ことばの遅れ。対人関係の障害。

　2．訓練期間　：昭和52年5月～昭和53年3月。

文字学習，ことばの学習，文の構成などを中心とした個

別学習。

　3．訓練終了時（昭和53年3月）の状態　：正誤に

対するこだわりが残る。助詞欠落，疑問詞がわからない。

　4．入級理由　：本児の住む地域には特殊学級（特に，

情緒障害学級）がないため，丁市内の情緒障害学級併設

の小学校に入級。

　5．就学後（昭和54年9月）の状態

　i）言語発達　　　　　　≒

　担任との1対1場面では，比較的適切な応答ができる

が，全体への指示に対しては，1回でなかなか応じれず，

本児に向けられても応答できない場合が多い（表3－a，

図3－a）。

　ii）行動変容

　固執行動は1～4の項目でチェックされているが，そ

れはど強いものではない。興味すると手をたたき，時に

は，歩き回る行動がみられたが（昭和54年3月），2学

期になるとそのような行動の発生頻度は非常に減少して

きた（図3－b）。

　iii）学校適応

　授業の流れでの問題点，すなわち，自分のみで何かに

熱中するという行動が顕著にみられる。また，集団場面

での指示に対する反応に難点を残している（図3－O）。

　iV）学習適応

　知的学習能力に対しては、他児と同等1あるいは，そ

れ以上の能力を持っでいるが，集団場面になるとその能

力を発揮できない。表現，体育は他児にくらべて遅れが

目立つ（表3－b）。

　V）T－CLAC　　（図3－d）

　6．問題点および考察

　個別学習場面において，耐性の低さがみられるものの，

知的学習能力には，学年相当，あるいは，それ以上の能

力を示している。しかし，授業場面になると，いくつか

の問題点がみられる。例えば，指示に従えない。先生の

話の先をとって発言する。机ρ上に道具を出さない。体

育の時問には並んで待てないなどである。集団場面およ

び生活全般に関してもいくつかの問題点が指摘される。
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　全般的に，1日に1山2回パニックを引きおこし，そ

のために授業の流れを乱すことがある。また，二次的要

因として　母親の養育態度の不安定さが強く影響してい

ると考えられる。集団場面の重要性が増大することと相

まって，本児の不適応［動の頻度が増加している。現在，

普通学級および情纈章害学級で不適応行動に対して一貫

した指導方針で対処がなされている。基本的には，望ま

しい行動の自発的な生起には強化を随半させ，行動の生

起頻度を高めると同時に，不適切行動に対しては消去手

続きを用いた指導がなされることが望ましいと思われる。

行動変容

評定日：

南’ト

1－1

看

一2

殴

．2i

昭和53年3月一i■一退行棚醒
昭和53年7月i一一
昭和54年9月　　　　一

　的　　対
　　　　1－4　　イ
2一

　　　　　　　一3
　　　　　　　　　　勢
　　　　　　　　　一2

一3

挙　　1＿4　　2－1

　　　　と　　　　の

1＿／霜

　　＿　　固執

　　　　行動
　2－4

学校適　応

　　　　　6．休み時問

5．授　　業　、
4．着　席

3．衣服著脱

■3　　　　2．排　泄
　も

　　　　　昭和53年7月
　　　　　昭和54年9月

　　　　　　　’退　行
7．授業の流れ

8．友人関係

9．指　示

鰯

z
Z　　　　　　1．登下校

2－2

　静
1．給　食

（S．53．7）

⑮◎◎⑦⑲
（S549）

③⑤◎①◎①⑧⑰

遠足の1時、特につれ

歩く必要がある。

集団で歩く時は　手
を引く必要がある。

11．学校行事

図3－b 図3－c

表3－a　言語発達
昭和53年3月囮昭和53年7月匝匹囲昭和54年9月■

段階
領域 該当項目（S．549現在）

話　　す 一；’、． ＝・…、’

ノ

聞　　く ・｛．・ ．㌦．・’1．Iぺ

集団場面で本人のみに向けられたことばの指示に応じられる

／ ノ

書　　く ・・｝ゴ＝’、■．・．。一“、’…一．・、：’．｛・　一■・一．　．・r■． 特別表記がかける。

一

続　　む ひらがなを続けて続む。
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表3－b　学習適応

数
S．53．

7
． 学校のカリキュラムを他児と同様にこなせる。

」

量
S．54．

9
． 学校のカリキュラム（小2の算数）は，ほぽ理解している。

自
S．53．

7
． 身近な動植物の名前，特徴は言えるが，それらへの感情表出は少ない。

動物の住んでいるところ，食べ物などがわかる。
然 S．54．

9
． 言己録を数や大きさなどでとれるρ

雨水のゆくえなど，すじ道をおって考えられる。

社 S．53．
7
． 学校のいろいろな施設や用具が大体わかり，使える。

会

S．54、
9
． 通学途上の学校のまわりの道路やたてものがわかる。
家の人の仕事に関心をもち，家の人の職業がわかる。

S．53．
7
．
話を最後までなかなか聞けない。身近な出来事について話せる。関心のある漢字は読め，

国 簡単な日記，作文が書ける。

やり慣れた用事ならことばの指示でできる。身近なでき事について話せる。物語などの
語 S．54．

9
、

部分的なおもしろさがわかる。説明文のl1圓芋が読みとれる。考えていることを作文にで
きる。

S．53．
7
． 簡単なものなら．まとまって描いたり，作ったりできる。

表 歌を自発的に唱おうとしない。

簡単なものなら，まとまって描いたり，作ったりできる。
現 S．54．

9
． どうにかみんなと一緒に声を合わせて唱うことができる。
簡単なリズム打ちができる。

1つの運動ならば模倣部分がみられ，全体的に簡単な運動はできる。しかし、指示には
．S．53．

7
． なかなか従えない。

体 水泳に関して腰位の深さの所を歩きまわることができる。

1つの運動ならば，模倣部分がみられ， 20榊程度の距離を走れる。バトンタッチは気
育 S．’54．

9
． 分によってできる。

マットー横回り。とび箱一歩いてこえる。鉄棒一前回りおり。
ボールは近い距離での受け取り，投げる程度は可。

T－CLAC　PSYCHOGRAM
CASE　3　　　　イ　ンテー　クー一一一一一一一一一一一一一　　　遇　行駆

　　　　　昭帥5呂年　7　月　一一一一一

　　　　　I昭和54年目　月

　　　8
　　　　　　．　　　　■　　　’
　　　　　1　　　　　　　■
　　　　　　　・　　　　　I　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　・　　　　、　　　　　　　　・　　　　、　　　　　　■　　　s　　　　　　　■

ギ　　　　　・　　　　一　　　　　　‘　　　　1　　　4　　1　．　　’
　　　　一

、・

苧
1

図3－d

＜症例4＞　M　N・児，女児，昭和46年8月生。8歳

1ヵ月（昭和54年9月現在）。特殊学級在籍。

　1．主訴　：ことばがほとんどない。落ち着きがなく，

いつも身勝手に動き回っている。つま先立ちで歩く。

　2。訓練経過：昭和50年6月～53年3月（2年9

ヵ月）。着席，注視訓練から始めら札色・形・大小弁

別・文字による絵カード弁別・トレーシング課題が行な

われた。

　3．訓練終了時（昭和53年3月）の状態　：着席し

て1対1の学習形態で指示に従う。色・形弁別可・音声

と文字による絵カード弁月1呵。視覚的言己慮に良好な反応

を示しれ　トレーシング課題には，注意集中して取り組

み，曲線や交叉も成功している。
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　4．入級理由　：母親が地域の養護学校およぴ特殊学

級見学を行なった後に，特に親の希望により現在在籍す

る特殊学級に入級した。

　5．就学後の状態

　i）言語発達

　顕著な変化はみられていない。わずかに，発語数が多

くなったが，訓練終了時に興味を示したトレーシングが

二年間の間に全く進歩がみとめられない（表4－a）。

　ii）行動変容

　他者との遊び方に，前回と比べて落ち込みがみとめら

れる。現在は，同級の他児とはほとんどかわりを持たな

い状態である（図4－a）。

　iii）学習適応

　学校行事に著しい進歩がみとめられる。本児の在籍す

る特殊学級では，全体の流れについていけることが主な

指導目的であったが，その成果であると考えられる（薗

4－b）。

　iV）学校適応

　体育に参加できる種目が増加している。又言語指示

に従えるこ一とが多くなったため，適切に行動できる部分

がふえている。担任の報告からも情緒面での落ち着きが

みられることが指摘されている（表4－b）。

　V）T－CLAC　　（図4－d）
　Vi）適応行動尺度　（図4－d）。一

　6．問題点および考察　1学校という集団生活の中で

■は，行動レパートリーは増加している。特に運動面では，

技術的には未熟であっても，集団について行動すること

はできている。しかし，特殊学級全体の活動は時間が限

定されているため，自発的な反応を待たないで次々に課

題が進められていく。従って，本児のように知的遅滞が

重度の場合，教室内での課題に対して，他児Iについてい

くことは困難であり，個別指導でなければ，充分な参加

は不可能である。そのため，1年生1学期末にはできて

いた課題も現在ではできなくなっているものもある（ト

レーシング，色弁別など）又，現在でも，他児や担任教

師とのかかわりが全くない点も大きな問題である。

行　動　変　容

　　　　　昭和53年3月一一一一　退行醐
評定日：
　　　　　昭和53年7月一一一
　　　　　昭和’54年9月
　　　　　　　　　　対
　　　　　　鞄　　　・…、・

　　　　　　　　　1－4　　イ
　　　　　　2－1　　　駈　　　　　　　　　　一3
　　　　2＿2　　　　　　　　勢
　　　　　　　　　　　　　　　一2
　迫2＿

1－1

菅

一4

H雰
　　固執
’行動
　2－4

　　　　　　　　　　　　　　　2－3－2

　　　　　　　　　　　　2－2　－3

挙　　。一。　。一。　勢

　　　　．と　　　　の

学校適　応

5．授

4着　席

3．衣服著脱

2．排　泄

1．給　食

（S．53．7）

　①

（S549）

＠⑰◎

図4－a

6．休み時間

δ

昭和5．3年7月
昭和54年9月

　退行　　魎

7．授業の流れ、

8一友人閑係

理解できていない

運動会一かけったは
最後まで走れた。

’9．指　示

lo．登下校

2．学校行事

図4－b
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表4－a　言語発達
昭和53年3月晒昭和53年7月匝玉ヨ昭和54年9月一■■

　段　階頷　域

1　　2　　3’　　4　　5　　6　　7　　8 該当項目（S．54．9現在）

■

話　　　す ・・’｝’．一
〕’｛｛ギ

聞　　　く ．．1．’。・

書　　　く
書いても文字にならない

続　　む■ 。・1’’、．・

特定の文字に偏らた興味や閲執を不す（C　Mや看板の文字）

表4－b 学　習　適　応’

数
S．53．

7
． 負と形の弁男1」ができる。

量
S．54．

9
． 1対1の対応操f乍ができる。

自
S．53．

7
．

然
S．54．

9
． かわいい動物を見てよろこ鳥

社 S．531
7
． 呼名に対して返事がある程度できる。

・　．　・’．■．　■　■

会
SI54．

9
． 自分の名前が言える。

時折，適切な単語がいえる。

国 S．53．
7
． 特定の文字を読む。

わずかの時問，簡単な指示に従える。

やり慣れた用事なら言語指示に従える。

語 S．54．
9
．

要求を無意味音声で表現する。
絵本などをめくって楽しむ。

表
S．53．

7
． なぐり書きができる。

現 S．54．．
9
． 紙や粘土を丸める。

音楽を聞いて喜びの表晴を示す。

体
S．53．

7
．

一つの運動なら模倣できる。　　　’

育 S．54．
9
．

ゴールまで走れる・

鉄棒を握る。 マットでは前回りがどうにかできる。
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3．衣服着脱 9．指 示
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　　　　　　　　■2．排　泄

10．登下校

6’月頃より少し落ち着き．

（S．53．7）a．b．d．
とぴ出しは少なくなる。

また。泣くことはあって

e．9．h．
も自傷行為はなくなる。

1．給　食
運動会に2年生の中に入

n．掌校行事

（S．54．9）b．c．d． って参加するが。踊りは
やる意志なし。友達が無

e．f．9，h． 理に手をひくと泣く。大
人とは手をっなぐ。給食
は毎目学級と交流している。
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　　　　　　　　　一表5－a　　言　語　発　達
昭和53年3月囮昭和53年7月国囚昭和54年9月■■■

段階 該　当　項　目　（S．54．9現在）

話　　す　　　　　　し　　　・ 時々場面に応じた単語を発する。

聞く．……．・・｝㌔’’．一ぺ、・｛ゾ

日常生活場面でのことばの指利こは確実に応じられる。

書　　く　　　　　一

特定の文字に偏った興味や固執を不す。自分の名前が書ける。

続　　む　・＾．・f、．・．・
特定の文字に偏った興味や固執を示す。

表5－b　　学　習　適　応

数
S．53．

7
． 1対1倶体物，絵カード）の対応操作は不完全数字のなぞり書きができる。

量
S．54．

9
． 数字は1～5まで読め，1～10まで書ける。身辺のもの、色・形のちがいの弁別が
可能。操作によって大小の比較ができる。月日，曜日がわかる。

自 S．53．
7
． 動物・花などに関心を示さない。

然 S．54．
9
、 動物・花などに関心を示さない。

社 S．53．’
7
． 自分の名前を言えない。

会 s．54．
9
． 1バイバイ」といいながら手をふる。
他人の教室に入ったり，．学校内外の危険な場所で遊ぷ。

S．53．
7
、 やりなれた用事ならば，レパートリーは狭いがことばの指示で行いる。要求を無意味

国 音声で表現できる。

S．54．
9
． やり慣れた用事ならば言語指示で可。興味あるものは文字化できる。要求や無意味音

語 声によって表現できる。絵本をめくって楽しむ。絵本の中のものをことばの指示で指
す。

S．53．
7
． なぐり書きができる。紙，粘土などをちぎったり，まるめたり，押したりできる。

表 音楽には関心を示さない。

人物をそれらしくまとまったものに書ける。

現 S．54．
9
．
紙や粘土をちぎったり，まるめたり，押したりできる。
音楽を聞いて喜びの表晴を表わす。

S．53．
7
． 部位運動の模倣ができない。鉄棒は握れる程度。

体 胸位の深さのプールを歩きまわる。
・　一．　■　■■ ■　　一　　．　．　　・

部位運動の模倣できない。自然運動に興味を示さない。自分勝手に走ることはできる。

S．54．
9
． タイヤやとび箱などを跳びこす。胸位の深さのプールを走りまわる。固定遊具（シー

育 ソ・ジャングルジム・平均台・ブランコができる。）マット（横まわりの連続，前ま
わりができる。）鉄棒（前まわりができる。）
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w　総　合　考　察

　本研究の対象児は全員，初診時には感情的な接触の障

害，同一性固執などを中心とした自閉症状がみとめられ

た。しかし，訓練経過の早期に感情的な接触鳩忍められ

るようになり，固執傾向も消失し．知的発達の遅れおよ

び言語障害が主症状となってきた。対象児を概観すれば，

知的発達遅滞を背景にもち，言語表出に重篤な遅れをも

つM．N．児，H．T．児，自閉的傾向が残っているものの

知的発達遅滞が主たる症状として現われてきているT．

M．児，行動面の改善と共に知的能力が正常値にまで伸

びてきたK．Y・児．，orga・icな基礎を呈し，学習障害

的傾向の強いMlS．児と，その様相は各児で異なっている。

　現在。ノ』、学2年生となり，小学1年時とは異なった形

でいくつかの問題点が示された。前回は共通する問題と

して，1）学習面の問題，　2）集団適応の問題があげ

られた。今回は，次の3点に関して考察する。

　1）　言語発達

　知的発達遅滞と関連して言語に主たる症状を示すのは，

特殊学級に在籍するM．N児とH．丁児である。両児とも

入学時に比して顕著な変化は認められない。M．N児は，

訓練児に関心を示したトレーニングに全く進歩がみられ

ず，個別指導の必要性が示唆された。一方，H．丁児は、

言語理解力の着実な進歩を示した。簡単な要求が文字を

媒介に表現できるようになり，これは，対人関係改善の

手がかりを示すものである。ただし，発語の指導は，依

然として中心課題である。T．M児は，前回に比べ言語

頷域全般にわたる進歩が認められれしかしながら，独

語的な発語による回避傾向が依然として認められる。K．

Y児，M．S児に関しても，比較的良好な言語発達がみ

られるものの，I　T　P　A言語学習能カ診断検査では．知

能検査によるMAと比して言語面の遅れが認められれ

　全般的には，M．N児，H．丁児に対する個別指導形態

の導入が望まれる。

　2）　知的学習能力

　M．N児は，知的発達遅滞が顕著であることから特殊

学級においても教科学習面で伸び悩みが認められ，1対

1の個別学習指導の必要性が前回と同様に示唆される。

H．丁児も数量，国語，表現に関して進歩がみられるもの

の　個別学習による学習レパートリーを拡大するととも

に本児にあった学習指導形態を考える必要がある。T．

M児は、普通学級に在籍しているものの，全般的な遅れ

は顕著であり，知的学習能力の個面だけからみれば，前

回でも指摘された通り，普通学級が本児の発達段階に適

しているかといった問題が残る。K．Y児，M．S児とも

に知的に進歩が認められた。K．Y児の方は，教科学書

面で，クラスの下位に位置するものの，2年生になって

から学習への意欲がみられるようになった。しかし，担

任の指導方針に対しての不調和が認められる二M．S児

は，授業場面において．不適切行動，注意集中度及び耐

性の低さといった問題点を示し．それらの問題をいかに

対処，指導するかが今後の課題といえる。

　全体的に，M．N児，H．丁児，M、丁児は．個別学習に

よる学習上の問題点を見。出し、そこから学習レパート

リーを拡大し，授業場面にまで般化させていく必要があ

る。K．Y児，M．S児は，知的学習能力に関して，普通

学級での適応が比較的うまくいっている。しかしながら，

K．Y児では，学習面での遅れが今後予想されることか

ら，個別学習指導の紬…続が望まれる。一方，M．S児で

は，授業場面，集団場面で新たな問題が生じている。

　3）　集団適応能力

　M．N児は，集団活動場面で特に顕著な問題行動は認

められず，基本的学習態度も比較的良好である。集団適

応能力は，相対的にみればかなり低いが，前回に比べれ

ば，担任の指導の成果が認められる（例1学校行事面〕。

H．丁児は，言語理解に伸びがみられ，他人カ）らの働き

かけには応じられるが1自発的な働きかけが少ない。

今後・自発的行動の頻度を高めると同時に・基本的学習

態度の形成カ指導上の課題であると考えられる。又，担

任は，母子関係の問題を指摘しており，こ似点に関して

も検討する必要がある。T．M児は，前回に比して学校

生活への適応は良好であり．身辺自立も自発的に行なえ

るようになった。又，集団の中で待ち，他児への注目が

できるようになってきている。自発的行動もみられるよ

うになり，担任の本児に対する理解ある受け入れと指導

が集団適応の良好さの一助となっている。K．Y児は，授

業場面において，前回よりも全体的に落ち着きがみられ

るようになった。ただし，依然，注意を要するような授

業場面では遅れが目立つ。このことは，団体式知能検査

（I　Q．40）が個別式知能検査（I　Q．・100）よりも

極端に成績が悪いことからもその特徴を示している。友

人関係は比較的よく，遊びの場面にも自分から入って行

くことができる。前回と同様兄弟関係の問題が集団適応

に影響されることが懸念される。集団適応上の問題が最

も顕著にみられたのは，M．S児である。第1の問題と
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This is the second report of the follow-up studies to find out 

the more effective program before entering school and the way to 

make more adequate participation into the present classes. Several 

check- Iist have been used in order to evaluate the present state of 

the subjects in comparing with those reported before . 

The subjects manifested some of so-called autistic symptoms 

at their intake period. Through the training , their symptoms have 

been modified to various orientations , normal - Iikes , hyperkinetics 

and mental retardation. 

Each case is as follwed ; 

. , male, regular class ) Case 1.T: M. ( 7ys. 9mos 

Intake : Retardation of speech. Distractiveness. 

Training period : Sep., 1976-Fed., 1978. 

Problems ( Sep., 1979 ) : Retardation of academic learning. 

Case 2. K. Y. (8ys. Ornos., ma'le, regular class ) 

Intake : Maladjustment in the classroom. Distractiveness. 

Re t ar da tion o f s pe e ch . 

Training period : Jun'. , 1976-March. , 1978 . 

Problems( Sep., 1979 ) : Retardation of acadernic learning. 

Case 3. M. S. (7ys. 6mos., male , regular class ) 

Intake : Retardation of speech. Disturbance m interpersonal 

~
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r e la tionsh ip . 

Training period : May., 19771March., 1978. 

Problems( Sep., 1979) : Maladjustment in the classroom. Weak 

f rustration to I erance . 

Case 4. M. N. (8ys. Imos., female, special class ) 

Intake : Retardation of speech. Distractiveness. 

Training period : Jun . , 1975 - March . , 1978 . 

Problems( Sep., 1979) : Retardation of academic learning. Retar 

dation of spe~~ch. 

Case 5. H. T. (8ys. Imos., male, special class ) 

Intake : No spontaneous speech. 

Training period : APril., 1977 - Fed., 1978. 

Problems( Sep., 1979) : Problems of speech and m~ladjustment. 

The results of follo.w - up study we_re, discussed wi>,th regard 

to three points as f o 1 Iows ; 

(1) L angu age deve lopment . 

(2) Mental functioning and academic learning. 

(3) Ad ju tme n t i n the cl a s s r oom . 

(1) Language de ve lo pmen t . 

Case I has shown gradual improvement on spee ch and comprehen-

sion , though case 4 and 5 show little modification of them. It 

should be strongly advisable to introduce case 4 and 5 individual 

traning. In case 2 and 3 , they have shown re latively good language 

develo pme nt i n re gu lar clas se s . 

(2) Mental functioning and andacademic learning. 

Except for case 2 and 3 , all subjccts have shown a variety 

of problems in academic learning . For example , case I has severe 

difficulty in academic learning . Therefore , it should be recommended 

to have individual training as have had with case 4 and 5 . It 

seems , however , to have some problems in academlc learnmg In 

f utur e . 
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(3) Adijustrnent 

Case 3 and 

cl as s room . The 

s ome time s ac ts 

in the clas s room . 

4 have s hown s ome inad equ a te be hav i o r s 

f ormer i s f or learn i in g a ttitude and the 

out inadequately their own ' classroom . 

in t he 

latter 
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